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整
備
に
は
保
険
料
増
額
伴
う

介
護
施
設
が
不
足
で
は

質
問
　
介
護
を
す
る
た
め
働
き

に
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

間
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
困
っ
て
い
る
方
も
い
る

よ
う
だ
。
施
設
の
入
所
待
機
者

の
状
況
は
。
ま
た
、
緊
急
を
要

す
る
方
の
状
況
は
。

沼
崎
町
長
　
３
月
末
現
在
で
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
　
人
、
介

６８

護
老
人
保
健
施
設
　
人
、
計
　

１１

７９

人
。
緊
急
度
の
定
義
は
難
し
い

が
、
福
祉
施
設
入
所
希
望
者
で

介
護
度
４
、
５
の
方
は
　
人
で
、

３７

う
ち
同
居
者
な
し
及
び
入
院
中

の
方
は
　
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２３

現
在
の
と
こ
ろ
施
設
の
不
足
分

は
　
人
程
度
と
考
え
る
。

２０
質
問
　
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
み
要
介
護
者
は
増
え
る
。

　
家
族
が
家
庭
で
面
倒
を
み
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
今
の

社
会
情
勢
で
は
施
設
が
今
以
上

に
必
要
と
な
る
。
見
通
し
は
。

沼
崎
町
長
　
介
護
保
険
料
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
り
大
型
施
設
建

設
は
難
し
い
。

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
旧
県
立
山
田
病
院
へ
図

書
館
の
移
転
整
備
を
目
指
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
津
波
防
災
の

啓
発
の
た
め
、
津
波
被
害
に
関

す
る
展
示
も
入
れ
て
、
子
供
達

が
い
つ
で
も
見
学
で
き
る
郷
土

資
料
館
を
併
設
し
て
は
。

松
尾
教
育
長
　
県
医
療
局
と
の

協
議
が
整
い
次
第
、
外
部
委
員

な
ど
の
利
活
用
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
。
郷
土
資
料
館
の

併
設
に
つ
い
て
も
、
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
る
の
で
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

質
問
　
公
務
員
給
与
は
、
平
均

４
・
８
％
を
引
き
下
げ
る
改
革

の
途
中
で
あ
る
が
、
中
高
年
層

は
地
域
の
実
態
に
比
べ
ま
だ
高

す
ぎ
る
。
特
別
職
報
酬
を
さ
ら

に
削
減
す
れ
ば
一
般
職
の
給
与

引
き
下
げ
も
可
能
性
が
出
て
く

る
。
削
減
分
を
町
民
の
た
め
の

施
策
に
回
し
て
は
。

沼
崎
町
長
　
特
別
職
報
酬
は
、

平
成
　
年
１
月
か
ら
　
年
３
月

１６

１９

ま
で
１
年
ご
と
の
条
例
で
減
額

し
て
き
た
が
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
を
受
け
昨
年
の

３
月
定
例
会
で
改
定
し
現
在
の

額
と
な
っ
た
。
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
。

　
一
般
職
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
人
事
院
勧
告
を
尊
重

し
て
い
く
。
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